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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第９期

第１四半期
累計期間

第10期
第１四半期
累計期間

第９期

会計期間
自　2022年５月１日
至　2022年７月31日

自　2023年５月１日
至　2023年７月31日

自　2022年５月１日
至　2023年４月30日

売上高 (千円) 651,713 660,060 2,663,347

経常利益 (千円) 80,512 26,495 245,868

四半期（当期）純利益 (千円) 52,287 18,050 171,451

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 95,354 97,783 96,973

発行済株式総数 (株) 10,544,000 10,730,640 10,682,420

純資産額 (千円) 483,933 626,002 606,333

総資産額 (千円) 820,160 923,291 925,897

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 4.96 1.68 16.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) 4.85 1.67 15.90

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 59.0 67.8 65.5
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１） 経営成績の状況

当第１四半期累計期間における我が国経済は、景気が緩やかに回復しているものの、世界的な金融引締め等が続

く中、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっており、今後の金融市場の変動等に注意が必要

な状況が続いております。一方、各企業のデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進やOpenAIにより発表さ

れたChatGPTに代表される大規模言語モデル（LLM）に関する我が国の関心の高まり等はAIアルゴリズム実装に対す

る需要を高めていると考えております。当社においてもこのような需要を取り込み、売上高は前年同期比で増収と

なりました。利益面では、採用強化に伴う採用費・人件費の増加により、前年同期比で減益となりました。

この結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高は660,060千円（前年同期比1.3％増）、営業利益は26,668千

円（前年同期比66.1％減）、経常利益は26,495千円（前年同期比67.1％減）、四半期純利益は18,050千円（前年同

期比65.5％減）となりました。

なお、当社はAIアルゴリズム事業を主たる事業とする単一セグメントであるため、セグメントごとの記載は省略

しております。

 
（２） 財政状態の状況

（資産の部）

当第１四半期会計期間末における流動資産は909,877千円となり、前事業年度末に比べ2,780千円減少いたしまし

た。これは主に売上高の増加に伴い売掛金が10,305千円増加した一方で、未払法人税等の支払等により現金及び預

金が10,758千円減少したこと、前払費用の減少等によりその他流動資産が2,308千円減少したこと等によるものであ

ります。

また、当第１四半期会計期間末における固定資産は13,413千円となり、前事業年度末に比べ174千円増加いたしま

した。これはパソコンを購入したことにより有形固定資産が273千円増加したこと等によるものであります。

この結果、当第１四半期会計期間末における資産合計は923,291千円となり、前事業年度末に比べ2,605千円減少

しております。

（負債の部）

当第１四半期会計期間末における流動負債は281,261千円となり、前事業年度末に比べ20,486千円減少いたしまし

た。これは主に外注原価の減少により買掛金が1,385千円減少し、未払法人税等の支払により未払法人税等が23,066

千円減少した一方で、未払金や未払費用の増加によりその他流動負債が4,560千円増加したこと等によるものであり

ます。

また、当第１四半期会計期間末における固定負債は16,028千円となり、前事業年度末に比べ1,788千円減少しまし

た。これは１年内返済予定の長期借入金への振替により長期借入金1,788千円が減少したことによるものでありま

す。

この結果、当第１四半期会計期間末における負債合計は297,289千円となり、前事業年度末に比べ22,274千円減少

いたしました。

（純資産の部）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は626,002千円となり、前事業年度末に比べて19,669千円増加しまし

た。これは四半期純利益の計上等により、利益剰余金が18,050千円増加したこと等によるものです。

 

EDINET提出書類

エッジテクノロジー株式会社(E37398)

四半期報告書

 3/16



 

（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第１四半期累計期間において、会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はあ

りません。

 

（４）経営方針・経営戦略等

当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等に重要な変更はありません。

 

（５）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

 

（６）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（７）経営成績に重要な影響を与える要因

当第１四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。

 

（８）資本の財源及び資金の流動性について

当第１四半期累計期間において、当社の資本の財源及び資金の流動性についての重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年９月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 10,730,640 10,730,640
 東京証券取引所
グロース市場 

完全議決権株式であり、権利内容に何

ら限定のない当社における標準となる

株式。なお、単元株式数は100株となっ

ております。

計 10,730,640 10,730,640 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、2023年９月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年５月１日～
2023年７月31日
（注）

48,220 10,730,640 809 97,783 809 90,013

 

 （注）新株予約権の行使による増加であります。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(2023年４月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   2023年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

106,721
完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定の

ない当社における標準となる株式。なお、単元

株式数は100株となっております。
10,672,100

単元未満株式 10,320 ― ―

発行済株式総数 10,682,420 ― ―

総株主の議決権 ― 106,721 ―
 

(注)「単元未満株式」欄には当社所有の自己保有株式37株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

該当事項はありません。

なお、当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は37株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は0.00％

となっております。

当該株式は、上記「発行済株式」の「単元未満株式」欄に含めております。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2023年５月１日から2023年７月

31日まで)及び第１四半期累計期間(2023年５月１日から2023年７月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2023年４月30日)
当第１四半期会計期間
(2023年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 646,908 636,150

  売掛金 256,113 266,418

  貯蔵品 86 129

  その他 11,086 8,777

  貸倒引当金 △1,536 △1,598

  流動資産合計 912,658 909,877

 固定資産   

  有形固定資産 2,691 2,964

  投資その他の資産 10,547 10,448

  固定資産合計 13,239 13,413

 資産合計 925,897 923,291

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 157,601 156,216

  １年内返済予定の長期借入金 7,748 7,152

  未払法人税等 32,228 9,162

  その他 104,170 108,730

  流動負債合計 301,747 281,261

 固定負債   

  長期借入金 17,816 16,028

  固定負債合計 17,816 16,028

 負債合計 319,563 297,289

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 96,973 97,783

  資本剰余金 89,203 90,013

  利益剰余金 420,192 438,242

  自己株式 △40 △40

  株主資本合計 606,329 625,999

 新株予約権 4 3

 純資産合計 606,333 626,002

負債純資産合計 925,897 923,291
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自　2022年５月１日
　至　2022年７月31日)

当第１四半期累計期間
(自　2023年５月１日
　至　2023年７月31日)

売上高 651,713 660,060

売上原価 437,225 463,186

売上総利益 214,487 196,874

販売費及び一般管理費 135,761 170,206

営業利益 78,725 26,668

営業外収益   

 受取利息 62 0

 受取配当金 0 0

 還付消費税等 2,009 ―

 営業外収益合計 2,072 0

営業外費用   

 支払利息 230 118

 支払保証料 54 54

 その他 0 ―

 営業外費用合計 286 173

経常利益 80,512 26,495

税引前四半期純利益 80,512 26,495

法人税等 28,224 8,444

四半期純利益 52,287 18,050
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第１四半期累計期間

(自　2023年５月１日 至　2023年７月31日)

税金費用の計算

　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期累計期間
(自 2022年５月１日
至 2022年７月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2023年５月１日
至 2023年７月31日)

減価償却費 288千円 435千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2022年５月１日 至 2022年７月31日)

１ 配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２ 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 
当第１四半期累計期間(自 2023年５月１日 至 2023年７月31日)

１ 配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２ 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、AIアルゴリズム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期累計期間(自　2022年５月１日　至　2022年７月31日)

 (単位：千円)

 AIアルゴリズム事業

AIソリューションサービス 603,986

AI教育サービス 24,777

AIプロダクトサービス 22,948

顧客との契約から生じる収益 651,713

外部顧客への売上高 651,713
 

 

当第１四半期累計期間(自　2023年５月１日　至　2023年７月31日)

 (単位：千円)

 AIアルゴリズム事業

AIソリューションサービス 614,441

AI教育サービス 26,670

AIプロダクトサービス 18,949

顧客との契約から生じる収益 660,060

外部顧客への売上高 660,060
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2022年５月１日
至 2022年７月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2023年５月１日
至 2023年７月31日)

（1）１株当たり四半期純利益 4円96銭 1円68銭

　(算定上の基礎)   

 四半期純利益(千円) 52,287 18,050

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る四半期純利益(千円) 52,287 18,050

 普通株式の期中平均株式数(株) 10,543,983 10,717,881

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 4円85銭 1円67銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益調整額（千円） － －

 普通株式増加数（株） 242,205 69,110

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 
 

 

 

　　2023 年 ９月 ７日 

エッジテクノロジー株式会社

　取　締　役　会　 御　中

 

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ
 

　東　　京　　事　　務　　所
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　浅　井　則　彦  
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　大　山　顕　司  
 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエッジテクノロ

ジー株式会社の2023年5月1日から2024年4月30日までの第10期事業年度の第1四半期会計期間（2023年5月1日から2023年7

月31日まで）及び第1四半期累計期間（2023年5月1日から2023年7月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、エッジテクノロジー株式会社の2023年7月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第1四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認め

られなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事

項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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